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タイトルにはゴシックを推奨します。本文は明朝体もしくはTimes New Romanをフォントとして使用することを推奨します。本文のサイズは11ポイントを推奨します。
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図１（例）　自己組織化膜のSTM像


（図のキャプションはMSゴシック


11ポイントを推奨します。）








